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水防災意識社会 再構築ビジョンに基づく取組について 
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芦田川水系大規模氾濫時の減災対策協議会について

１．背景

・平成27年9月関東・東北豪雨では、鬼怒川などで

堤防の決壊により家屋の倒壊・流出や広範囲かつ
長期間の浸水被害発生。
・避難の遅れによる多数の孤立者が発生

・今後、「施設（堤防）では防ぎきれない大洪水は必
ず発生するもの」へと意識を変革し、社会全体で洪
水に備える必要がある。

２．芦田川の課題

・府中・福山市街地は大規模氾濫時には、多くの住宅地を含む広範囲が長期間にわ
たり浸水し、堤防の決壊に伴い、堤防近傍の多くの家屋が倒壊、流出の恐れがある。
・上流の狭窄部においては、河川水位の上昇により集落の孤立化の恐れがある。

・避難勧告等の発令が遅れや住民が避難行動について正確に理解していないなどで、
多数の孤立者が発生します。
・避難の周知活動に追われ、十分な水防活動が実施できない。

鬼怒川氾濫状況

４．取組内容

協議会の設置し、平成28年度～平成32年度の取組
のフォローアップを実施する。

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
住民が自ら避難できるよ うに、広域避難を考慮したハザードマップや訓練、防

災情報の普及。

②氾濫特性に応じた効果的な水防活動
水防活動や訓練等の実施

③長期化する浸水を１日でも早く解消するための排水対策
排水計画（案）の検討

主な取組内容 ※従来実施してきた河川整備（ハード対策）に加え、

平成27年9月関東・東北豪雨鬼怒川決壊状況

３．５年間で達成すべき「目標」

氾濫水により甚大な被害が想定される、府中・福山市街地や、上流の狭窄部の孤
立化等に対し、氾濫特性などをふまえた実効性のある防災・減災対策を推進し、「逃
げ遅れゼロ」「社会経済被害の最小化」を目指す。

3


